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各地よりのたより
倉　　敷　　通　　信
　それこそ十五年振りの大接近と云ふので，我々星好きの者のみでなく，巷間
にも大きい興趣と話題を投げかけた火星は，今や段々と遠ざかりつNある．こ
の珍客を迎へて全國の各地で種々と観望禽も催された事と思ふが，二天文豪で
も八月19日に“講演と観望會”が催された．山本博士の“我が國に於ける火星
観測の開拓者”といふ興味ある話題の講演を暴かんものと集まる二二百五六十
名，實に堂にあふるNの一大盛況であり，山本先生は“二戸に在佳し，英三人
』を父に日本人を母とする併も立派な日本人たりしスコフ・fルド氏の天文學的業
跡に就いて”熱瑠をふるはれ，二って原名二二長よil　sとれ叉言k句々熱なら
ざるはなしと云ふべき“職時盟制下における日本と天：文學”といふ意義深い講
演が三十分飴にわたってなされた．それ等が二って遠路わざわざ運んで下さっ
た水野主事の・‘天文に關する珍品”を見て後は例の32cmのカルパ1で火星観
望となり，熱心な観望者は夜更けるまでアイピ1スにしがみつき，“極冠よ”
“海よ”“運河よ”と眞摯の目をみはった．
　大阪からはわざわざ大口，山形の雨氏が來倉されたが，三三の三門は物凄く
“シ1イングさえ良ければ夜明けまでやるんだが”と云って居られた．しかし
結局シ1イング不良のためそれは止めて，後，山本先生を交へて水野，中村，
大酔，山形の諸氏と自分とを入れて山本先生持参のスコブイルド氏の観測帳を
見ながら天文學的雑話が午前一時頃まで績いた．良V・日だった．實に良い日だ
った．誰の顔にも満足の色がたS’よって，水野先生は“倉敷天文豪初まって以
來の大盛況だつた”と喜ばれ，自分もこの會がかSる一大盛況に無事託って，
ほっと心の荷の下りるのを感じた．
　今や涼風が吹いて天高く星は燦として輝く折にあたって，この天文皇を訪ふ
人は目夜断へぬありさまであり，民衆天文盛の二二はいよいよ嚢回せられつS
あるが，研究的虞債の向上を自分はひそかに期してみる．（岡林滋樹）
堅　田　だ　よ　り
★近江路は日照り績きの爲め，豊満なのが自慢の麗湖も夏瘡せで，4常の全周
234粁飴が減りも減ったり180粁弱，水位にして干均より1米飴の減水ぶり！此
庭近江山景の1つ“堅田の浮見堂”も「浮かぬ浮見堂」所か，カラ々々に干上
って，門下が子供等の自轄車遊歩道になり，青草に山羊が胃を膨して居る風景
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となって了つた．其後の各所の雨で10cm丈け止水したが，今尚ほ標準7k位下
一38cmであって，皇軍の守無下にある揚子江の4均水位差10cm弱と比較す
れば，差は7分の1位に過ぎなV・，20年振りと謂はれる大滅水振りで，麗湖のフk
が生命の糧の京阪：方面に直接間接に大きい影響を與へて居る．
★事務所宛の郵便物は東洋紡堅田工場についで多く，亭均20通が届けられ，食
逸されて居る．論人も會員の約1割が納入遅れである示，例年よりも良成績で
悦ばしく，新入會員も各地より次汝と與へられ，超時局下にも拘らす，ぐんぐ
ん獲展出來るのは感謝である．
　　　コスモスや征きたるひとの　反射鏡　　　　　　　（佐登兇）
　　　　　　　　　　　島　　田　　よ　　リ
　拝啓，過日は拝訪，久しぶりにて御拝眉を得候のみならす，大勢にて御高話
を拝適するを得，難有御帳爬申上候．其後早速御挨拶も可申上候廣，引画き雑
事に紛れ基面申上扇．
　廿四日より月末迄は火星覗望週間として始めて公開面面，曇雨の二日を除き
連夜百名位官の來會者有之，八月に入りても一二日は好晴の爲，特に観望・希望
者有之，三日は例年の例にて立教會員の観望會希望にて，之も好晴を幸，火星
は勿論，木星，粛呈迄親書購書．其後雨三日商用にて他出弓庭，九日夜不在中
書郡教育會の講習會に御來講中の工大竹内時男先生より御高間の御報有之，小
生未だ一回も御拝眉も得居らす候に付，翌日は小生も右前出土へ出席，同夜先
生の御來訪を得，種々御話伺ひ，翌日は叉々他出，唱いて當地方の孟蘭盆にて
劣御稗も延引を重ね恐縮に有之（中略），九月末か十月に入りて又々土星，木星
を中心の槻望會公開可致さんかと存居候．拝具
　　八月十四日　　　　　　　　清水眞一弄
瀬　戸　だ　よ　り
　クルクル廻る風力計，左右に尾をふる風信器．瀬戸の秋は，北東の風が多
い．風速は雫均1．0位である．今頃はわけて風速はゆるv・．秋月の瀬戸，瀬戸
の秋，松茸の好季です・此の附近でも御多分に洩れす，十重二十重の嚴重なる
縄張りです．しかし，此の縄張りの中にみる吾々はどうでせうか？
　瀬戸は山の村であり，池の里です．秋は山に松茸，池には鮒，秋は魚つりの
好時節です．竹籔に入り，手ごろな竹を1本切る．一寸，右肩にかついで左手
には今年竹で作った新品のかご，「勝って來るぞと勇ましく！」といったやう
な具合・で，意氣揚々として，瀬戸池目ざして進む．おし目前に大なる池，これ
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ぞ目的の池である．場所を逡んで，やをら糸をたれる・水面飽くまで静か，池
一つばい秋の青室と，巷積雲が映ってみる．人も來なければ樹のそよぐftTさ
へしない．ふと察を見上げると，鳶が一羽，大きく，高く，低く廻ってみる・
ちと水面に浮v・たうきに口をおとす，どうでせう，うきはピクーピク動いてみ
る・術もよく見てみると，突然，水面のうきが水深く入つk，「この時」と思っ
て全身に力を入れて，ウンと，竿を引き上げる，と，どうでせう，ピカピカ，
光る，大きな鮒であった．おし，池の里よ！
　観測露場に一人さみしく百葉箱が立ってるる．南の遙か遠い四面の山が，ぼ
んやりと浮いてみる．室内には，あい攣らす風信器がインキをつけてみる・屋
上に雀が鳴V・てるろ・
　K先生の10糎反射虚心鏡取付おはる．暗室の中に，H氏の，ハンザ引虚器す
はる．曙室はすっかり整備しました．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸黄道光観測所　　岡　本　生
憂北支部（豪北天艦観測同好會）
殴　立
町長
愈員数
金員別
訴考
昭利十四年六月8日
皇湾氣象嘉技師　窪川一雄氏
93名
内地人　81名　　本島人　12名
　　男　66名　　　　女　17名
昭和十四年五月1日主恩日々新報杜創立四十周年記念事業の一として
市民に科學思想普及の口的を以て毫北市へ寄贈せる10cm屈折式赤道儀（時
計運簿）を最も有数に活用すべく市當局より委囑を受け，吉村昌久氏の御羅
力により皇北面佳天文同好者により結成されたるもの．毎週火・金曜日を市
民指導公開日に，：水・土曜日を會員観測日に當つる外，毎月1回面長に依り，
或は知名の士を聰し通俗天文講演を行ふ．其の間市當局の依頼により學生に
太陽観測指導，其の他一般天艦観測により會員の観測指導を行びし人の総数
2500名近く（七月末日），其の一壷地新聞杜と提携して天文趣味普及に不断の
活躍を績け居り，設立後日爾淺きに拘らす成績謄るべきものあり．九月より
會報獲行の豫定．本子爵暴文庫には本邦護行せる天文學一心軍行本，雑誌類
は殆どその全部を網羅蒐集し會員の自由閲覧に供しつSあり．近く観測班を
設け，南方低緯度の優位置を利用して主として南方天田の観測に活躍をなす
二二．御期待されたし．（中島精治誌す）
